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開式の挨拶 埼玉県山岳連盟 田中会長

お
礼
の
言
葉

埼
玉
県
山
岳
連
盟
会
長
　
田
中
文
男

大
勢
の
方
々
の
支
え
に
よ
っ
て
、
埼
玉
県
山
岳
連
盟
は
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
を
改
め
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昨
年
、
私
共
は
第
五
十
九
回
国

民
体
育
大
会
山
岳
競
技
会
を
主
管
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
準
備
の
た
め
、
加
盟
す
る
全
て
の
団
体
が
、
こ
こ
数
年
、

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
国
民
体
育
大
会
は
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
気
が
つ
く
と
、
本
年
は
連
盟
創
立
五
十

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
準
備
不
足
は
十
分
承
知
の
上
で
、
勢
い
の
お

も
む
く
ま
ま
、
本
宴
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
く
身
近
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
と
、
山
仲
間
の
み

に
ご
案
内
を
差
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会
場
の
定
員
を
上
回
る

多
数
の
方
々
が
ご
出
席
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

色
々
と
不
行
届
き
な
点
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
事
情
ご
推
察

の
上
お
許
し
下
さ
い
。

終
わ
り
に
、
年
末
間
近
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
た
宮
田
埼
玉
県
体
育
協
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
県
ご
当
局
、

日
本
山
岳
協
会
幹
部
の
方
々
、
近
隣
山
岳
連
盟
の
会
長
さ
ん
他

幹
部
の
方
々
、
そ
し
て
開
催
の
た
め
協
力
し
て
く
れ
た
、
わ
が

埼
玉
県
山
岳
連
盟
に
加
盟
す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
共
、
私
共
埼
玉
県
山
岳
連
盟
の
た
め
に
、
更
に
登
山
発

展
の
た
め
に
、
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
も
う

し
あ
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【埼
玉
県
山
岳
連
盟
】
　

　

　

　

　

・

創
立
５
０
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

平
成
１
７
年
１
１
月
１
９
日

（土
）
午
後
３
時

浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
バ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

敬
称
略

県
岳
連

・
創
立
５
０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
司
会

‥
加
藤
事
務
局
長
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

‥
鈴
木

（遠
峰
）

第

一
部

・
記
念
式
典

埼
玉
岳
連

。
武
井
副
会
長
よ
り
開
式
の
挨
拶
の
あ
と
、
主
催
者
を

代
表
し
、
県
岳
連

・
田
中
会
長
の
挨
拶
。
続
い
て
、
埼
玉
岳
連
５
０

周
年
を
記
念
し
、
多
年
の
ご
協
力
と
ご
指
導
に
感
謝
し
、
田
中
会
長

か
ら
、
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

感
謝
状
授
与
者
を
代
表
し
て
県
岳
連

・
浅
見
名
誉
会
長
よ
り
、
御

礼
の
言
葉
と
今
日
に
至
る
県
岳
連
創
立
時
か
ら
の
小
史
を
お
話
さ
れ

た
。感
謝
状
授
与
者
は
、
浅
見
豊
（名
誉
会
長
）
、
清
水
武
司
（元
会
長

。

清
水
武
甲
ご
子
息
）
、
武
永
昇

（県
警
山
岳
救
助
隊
隊
長
）、
飯
田
雅

彦

（同
副
隊
長
）
、
茂
木
章

（初
代
県
警
山
岳
救
助
隊
長
）
、
井
上
守

司
、
野
井
篤
、
北
千
恵
吉
、
井
古
田
忠
男
、
北
田
紘

一
、
新
井
宏
司
、

大
野
好
司

（参
与
）
、
尾
崎
正
義

（元
理
事
長
）
、
大
野
幾
雄

（元
事

務
局
長
）
、
新
井
信
太
郎
（雲
取
山
荘
）
、
山
中
徳
治
（甲
武
信
小
屋
）
、

佐
藤
豊
、
丸
橋
朋
子

（国
体
監
督

・
元
選
手
）
。

祝
辞
を
坂
口
二
郎

。
日
山
協
顧
問

（前
会
長
）
、
片
庭
直

・
加
須
市

教
育
長
よ
り
賜
り
、
橋
本
龍
太
郎
衆
議
院
議
員
、
上
田
県
知
事
等
の

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

第

一
部
閉
式
の
挨
拶
を
県
岳
連

。
中
田
副
会
長
よ
り
行
い
、
式
典

は
終
了
し
た
。

第
二
部

・
祝
賀
会

田
中
会
長
の
御
礼
挨
拶
の
後
、
日
山
協

。
城
副
会
長
、
関
東
岳
連

代
表

（都
岳
連
）
森
谷
会
長
、
県
警
山
岳
救
助
隊

・
飯
田
副
隊
長
の

ご
祝
辞
を
戴
い
た
あ
と
、
県
岳
連
５
０
年
の
足
跡

（ダ
イ
ジ
エ
ス
ト

版
）
を
、
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
を
使
用
し
写
真
説
明
を
交
え
て
、

森
下
副
会
長
、
小
沢
理
事
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

乾
杯
の
音
頭
を
日
山
協

。
坂
場
副
会
長

・
高
室
顧
間
に
て
行
い
、

乾
杯
後
、
歓
談
と
な
っ
た
。

余
興
に
小
鹿
野
太
鼓
連
合
に
よ
る
勇
壮
な
小
鹿
野
囃
子
が
演
奏
さ

れ
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
ご
紹
介
と
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
た
。

祝
賀
会
の
締
め
の
音
頭
を
、
日
山
協

・
八
木
原
専
務
理
事
と
県
岳

連

。
尾
崎
参
与
、
県
岳
連

。
福
田
理
事
長
に
よ
り
盛
大
な
三
本
締
め

に
て
幕
を
締
め
た
。

開
会
の
挨
拶
を
５
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会
の
牧
野
委
員
長
よ
り

行
い
無
事
に
全
式
典
は
終
了
し
た
。

全
参
加
者
に
記
念
品
と
し
て
、
記
念
誌
編
集
委
員
会
に
て
編
集
さ

れ
た
創
立
５
０
周
年
記
念
誌
【５
０
年
の
歩
み
と
仲
間
た
ち
】
、
及
び
、

山
岳
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
持
ち
い
た
だ
き
散
会
し
た
。
文
責
　
岩
井
田

御
出
席
戴
い
た
方
は
以
下
の
方
々
　
　
。
敬
称
略

【県

・
市
　
体
育
　
関
係
】

加
須
市
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
片
庭
　
直

加
須
市
体
育
課
　
　
　
　
　
課
長
　
　
　
‥
野
本
　
政
之

埼
玉
県
教
育
局
指
導
部
体
育
課
指
導
主
事

‥
柳
川
　
典
昭

【
日
本
山
岳
協
会
　
関
係
】

日
本
山
岳
協
会
　
　
　
　
　
顧
問
　
　
　
‥
坂
口
　
一二
郎

顧
問
　
　
　
‥
高
室
　
陽
二
郎

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
　
　
　
〈
バ
長
　
　
　
‥
酒
井
　
国
光

日
本
ロ
ー
プ
レ
ス
キ

ユ
ー
　
代
表
　
　
　
‥
堤
　
信
夫

日
本
山
岳
協
会
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
‥
城
　
隆
嗣

副
会
長
　
　
‥
坂
場
　
昭
雄

日
本
山
岳
協
会
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
・・八
本
原
　
囲
明

日
本
山
岳
協
会
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
‥
森
川
　
洋
佑

常
務
理
事
　
‥
相
良
　
忠
麿

常
務
理
事
　
‥
牧
野
　
龍
峰

常
務
理
事
　
・・西
内
　
博

常
務
理
事
　
・・小
野
寺
　
斉

常
務
理
事
　
‥
若
月
　
東
兒

新
潟
県
山
岳
協
会
　
　
　
　
〈
バ
長
　
　
　
‥
橋
本
　
正
巳

東
京
都
山
岳
連
盟

　

　

　

〈
バ
長
　
　
　
‥
森
谷
　
重
二
朗

副
会
長
　
　
‥
瀧
島
　
清

事
務
局
長
　
‥
本
木
　
線
子

栃
木
県
山
岳
連
盟
　
　
　
　
〈
本
長
　
　
　
・・小
材
　
守
志

群
馬
県
山
岳
連
盟

　

　

　

〈
バ
長
　
　
　
‥
星
野
　
光

理
事
長
　
　
‥
佐
藤
　
光
由

常
任
理
事
　
‥
剣
持
　
典
之

常
任
理
事
　
‥
阿
部
　
源

理
事
　
　
　
‥
町
田
　
幸
男

理
事
　
　
　
‥
太
田
　
忠
行

理
事
　
　
　
‥
松
田
　
龍
彦

千
葉
県
山
岳
連
盟
　
　
　
　
〈
バ
長
　
　
　
‥
盛
　
晋

前
会
長
　
　
‥
横
元
　
明

神
奈
川
県
山
岳
連
盟

　

　

〈
バ
長
　
　
　
‥
山
本
　
芳
夫

理
事
長
　
　
‥
水
島
　
彰
治

山
梨
県
山
岳
連
盟

　

　

　

〈
バ
長
　
　
　
‥
内
藤
　
順
造

茨
城
県
山
岳
連
盟
　
　
　
　
副
会
長
　
　
・上
一階
堂
　
一早
信

副
会
長
　
　
‥
是
枝
　
正
國

副
会
長
　
　
・・小
森
　
栄
治

顧
間
　
　
　
‥
荒
木
　
浩
二

副
理
事
長
　
‥
自
石
　
忠
男

長
野
県
山
岳
協
会
　
　
　
　
〈
バ
長
　
　
　
‥
柳
澤
　
昭
夫

顧
問
　
　
　
・・小
山
　
峰
男

前
会
長
　
　
‥
松
田
　
美
宏

矢
沢
　
裕
子

中
沢
　
芳
子

原
山
　
幹
雄

日
本
山
岳
協
会
　
　
　
　
　
一九
遭
対
常
任
委
員
会
委
員

‥
城
所
　
邦
夫

‥
金
沢
　
鉄
造

‥
近
藤
　
善
弘

埼
玉
新
聞
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・田
山
　
勝

「山
と
渓
谷
」
　

　

　

　

編
集
長
　
　
‥
萩
原
　
浩
司

大
塚
製
薬
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
青
柳
　
史
成

Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス
ポ
ー
ツ
太
田
高
林
店
　
　
‥
森
　
治
男
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【受
賞
者
関
係
】

名
誉
会
長

元
会
長
清
水
武
甲

ｏ
御
子
息

埼
玉
県
警
察
山
岳
救
助
隊
　
副
隊
長

参
与

雲
取
山
荘

（新
井
信
太
郎
代
理
）

甲
武
信
小
屋

５
９
回
国
民
体
育
大
会
　
男
子
監
督

女
子
監
督

【埼
玉
岳
連

・
団
体
関
係
】

獨
協
大
学
山
岳
会

川
口
市
登
山
同
好
会

グ
ル
ー
プ

ｏ
ド

・
ピ
オ
レ

浦
和
山
岳
会

浦
和
渓
稜
山
岳
会
　
　
　
　
　
会
長

浦
和
山
友
会

浦
和
西
岳
友
会

あ
ゆ
む
山
の
会
　
　
　
　
　
　
〈
ム
長

ま
ほ
ろ
ば
山
岳
会
　
　
　
　
　
〈
〓
長

桜
草
山
の
会
　
　
　
　
　
　
　
会
長

遠
峰
山
岳
会

大
宮
山
岳
会

大
宮
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
ブ
　
　
〈
バ
長

桶
川
山
の
会

‥
浅
見
　
豊

‥
清
水
　
武
司

‥
飯
田
　
雅
彦

‥
尾
崎
　
正
義

‥
井
古
田
　
忠
男

‥
大
野
　
幾
雄

‥
新
井
　
宏
司

‥
大
野
　
好
司

‥
新
井
　
晃

一

‥
山
中
　
徳
治

‥
佐
藤
　
豊

‥
丸
橋
　
朋
子

‥
恵
　
秀
彦

‥
相
沢
　
重
夫

〓
榎
本
　
昇

‥
亀
田
　
泰
二

〓
管
野
　
修

一

‥
安
島
　
雅
文

‥
掛
川
　
統
之

‥
風
問
　
進

‥
奥
園
　
義
輝

‥
林
　
敬
三

‥
横
田
　
誠

‥
豊
島
　
義
明

‥
佐
藤
　
求

‥
飯
島
　
雄
二

‥
芝
田
　
信
子

‥
鈴
木
　
幸
子

‥
大
木
　
智
代

‥
宮
坂
　
興
司

‥
森
田
　
秀
男

‥
石
倉
　
昭

一

‥
大
久
保
　
孟

深
谷
山
岳
会

た
ら
っ
ぺ
山
の
会
　
　
　
代
表

壁
稜
山
岳
会
　
　
　
　
　
会
長

熊
谷
山
旅
会
　
　
　
　
　
会
長

恵
流
峰
会

両
神
山
岳
会

本
庄
山
の
会
　
　
　
　
　
会
長

東
部
登
高
会
　
　
　
　
　
会
長

奥
武
蔵
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
グ
ル

新
電
元
工
業
山
岳
部
　
　
会
長

毛
呂
山
山
岳
会
　
　
　
　
会
長

一戸
田
山
の
会

蓮
田
山
岳
会
　
　
　
　
　
会
長

高
体
連
登
山
専
門
部

加
須
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
長
　
　
　
‥
古
峰

Ｂ
７

（ボ
ル
シ
チ
）
　

会
長
　
　
　
‥
矢
萩

加
須
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

・
ビ
ナ

〈本
三〓

幸
手
山
岳
会
　
　
　
　
　
会
長

小
鹿
野
山
岳
会
　
　
　
　
会
長

大
宮
岳
稜
会
　
　
　
　
　
会
長

戸
田
山
遊
会
　
　
　
　
　
会
長

【埼
玉
岳
連

・
役
員
】

会
長
副
会
長

創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長

‥
宮
野
　
昇

‥
島
田
　
富
男

‥
相
馬
　
英
夫

‥
坂
田
　
文
男

‥
宮
田
　
征
治

‥
熊
谷
　
季
久

‥
瀬
戸
　
朋
義

‥
山
中
　
豊
彦

‥
飯
塚
　
誠

一

‥
原
　
久
三

‥
及
川
　
五
良

‥
関
根
　
和
雄

‥
澤
田
　
正
博

‥
平
野
　
新

一

‥
大
熊
　
福
太
郎

‥
秋
元
　
淑
子

‥
熊
谷
　
潔

‥
板
橋
　
秀
吉

‥
大
澤
　
洋
平

実 孝

‥
土
屋
　
正
昭

‥
永
沼
　
勇

‥
柳
原
　
政

一

‥
石
黒
　
明

‥
高
橋

次
夫

‥
田
中
　
文
男

‥
武
井
　
正
男

‥
森
下
健
七
郎

‥
中
田
　
弘

‥
牧
野
　
要
雄

理
事
長

副
理
事
長

事
務
局
長

指
導
委
員
会
　
　
　
　
　
委
員
長

国
体
委
員
会
　
　
　
　
　
委
員
長

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長

選
手
強
化
委
員
会
　
　
　
委
員
長

遭
難
対
策
委
員
会
　
　
　
委
員
長

海
外
登
山
委
員
会
　
　
　
委
員
長

自
然
保
護
委
員
会
　
　
　
委
員
長

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
　
　
　
委
員
長

広
報
委
員
会
　
　
　
　
　
委
員
長

【埼
玉
岳
連

・
理
事
】

川
口
市
登
山
同
好
会
　
　
理
事

グ
ル
ー
プ

。
ド

・
ピ
オ
レ
理
事

蕨
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
理
事

浦
和
山
友
会
　
　
　
　
　
理
事

浦
和
西
岳
友
会
　
　
　
　
理
事

桜
草
山
の
会
　
　
　
　
　
理
事

大
宮
山
岳
会
　
　
　
　
　
理
事

大
宮
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
ブ
理
事

壁
稜
山
岳
会
　
　
　
　
　
理
事

越
谷
市
山
岳
会
　
　
　
　
理
事

東
部
登
高
会
　
　
　
　
　
理
事

エ
コ
ー
山
の
会
　
　
　
　
理
事

山
岳
同
人
埼
玉
　
　
　
　
理
事

小
川
山
の
会
　
　
　
　
　
理
事

戸
田
山
の
会
　
　
　
　
　
理
事

無
名
山
塾
　
　
　
　
　
　
理
事

大
宮
岳
稜
会
　
　
　
　
　
理
事

槻
岳
友
会
　
　
　
　
　
　
理
事

‥
福
田
　
靖

‥
村
岡
　
正
己

‥
加
藤
　
富
之

‥
野
村
　
善
弥

‥
長
谷
川
　
茂

‥
大
倉
　
至

‥
小
茂
田

利
孝

‥
瀬
藤
　
武

‥
天
野
　
賢

一

‥
山
口
　
定
男

‥
小
沢
　
直
宏

‥
岩
井
田
　
正
昭

‥
花
原
　
美
寿

‥
烏
　
辰
克

‥
三
ツ
木
　
達
男

‥
関
根
　
善
昭

‥
渋
谷
　
直
克

‥
堀
江
　
仲
子

ン
塩
谷
　
壽
子

‥
鈴
木
　
一
美

‥
桜
井
　
勝
伸

‥
鈴
木
　
正

一

‥
計
良
　
寿
彦

‥
松
尾
　
禎
次
郎

‥
柳
下
　
明
男

‥
平
沼
　
伸

一

‥
岩
崎
　
繁
夫

‥
工
藤
　
寿
人

‥
田
中
　
弘
明

‥
仙
波
　
義
雄



(4)第 23号   埼 玉 岳 連 報   平成17年 12月 31日 発行

感謝状贈呈、代表して浅見名誉会長のご挨拶

予定を上回る会場はまもなく開式 総合司会の加藤事務局長

日山協 。城副会長よりご祝辞を賜る

50年の歩みをプロシ
・
ェクターにて説明する森下副会長、小澤理事 満員となった会場で映像を見入る参加者



(5)第 23号   埼 玉 岳 連 報   平成17年 12月 31日 発行

ダイナミックな小鹿野太鼓を演奏 《小鹿野太鼓連合》 歓談中・右側より元長山協会長松田氏、日山協・坂場冨1会長

尾崎参与と歓談する森下副会長、右側・浅見名誉会長 関東岳連 。各会長の自己紹介を戴く

左から、飯塚、福島、森谷、八木原の各諸氏 締めの挨拶を福田理事長



(6)第 23号   埼 玉 岳 連 報   平成17年 12月 31日 発行

平

成

１

７

年

１

２

月

【
常

任

理

事

会

　

報

告

】

１
２
月
１
３
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
会
出
席
者

‥
森
下

。
中
田

・
福
田

・
村
岡

。
加
藤

。
岩
井
田

・

長
谷
川

。
大
倉

・
山
口

ｏ
天
野

・
小
沢

・
小
茂
田

１
‥
開
会
挨
拶

　

（中
田
副
会
長
）

２
‥
挨
　
　
拶

　

（福
田
理
事
長
）

３
‥
報
　
　
生回

（１
）
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議

。
開
催

（レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
）

遭
難
対
策
委
員
会

・
瀬
藤
委
員
長

・
恵
講
師

県
活
動
セ
ン
タ
ー

・
１
２
月
１
０
日
～
１
１
日

１
０
日
５
０
名

・
恵
講
師

・
救
急
講
習
会
他

１
１
日
５
７
名

・
県
警
山
岳
救
助
隊
飯
田
副
隊
長

・
講
演

（２
）
県
体
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

。
開
催

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長

・
森
下
委
員
長

１
２
月
２
２
日

ｏ
３
７
名
の
参
加

。
キ
ッ
ズ
の
参
加
多
数

４
‥
協
　
議

（１
）
関
東
地
区
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

（１
月
２
２
日
）

後
援
他
に
つ
い
て

「後
援
」
を
理
事
会
承
認
。

・
担
当
責
任
者

‥
村
岡
企
画
委
員
長
、

補
助
＝
加
須
市
山
岳
連
盟

・
群
馬
岳
連
と
良
く
連
携
を
と
る

。
選
手
派
遣
の
責
任
者
は
、
大
倉
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
と
選
手
強
化
で
選
手
の
選
考

。
８
名

（２
）
関
東
地
区
山
岳
連
盟
連
絡
協
議
会

２

月

２

５

日

～

２

６

日

東
京
国
立
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

。
派
遣
役
員
↓
田
中
会
長
、
中
田

。
森
下
副
会
長
、

・
提
案
、
協
議
事
項
に
つ
い
て

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の
普
及
と
大
会
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か

（３
）
日
山
協

。

「国
際
大
会

へ
の
選
手
の
派
遣
に
つ
い
て
」

。
県
岳
連
に
連
絡
が
来
た
の
が
初
め
て
で
あ
り
今
後
も
日
山
協

よ
り
、
県
岳
連
に
連
絡
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

。
何
ら
か
の
応
援
を
し
た
い

（理
事
長
）

（４
）
５
０
周
年
記
念
式
典

。
祝
賀
会

・
記
念
誌
発
行
の
報
告

。
祝
賀
会
の
１
４
６
名
の
参
加
。
会
計
は
別
途
資
料

（途
中
）

未
請
求
分
の
連
絡
を
早
急
に
お
願
い
。

。
記
念
誌
の
事
後
処
理

（発
送
計
画
）
と
会
計
等
、
８
０
部
の

増
刷
。
今
月
中
に
発
送
予
定
。

各
県
へ
は
２
月
の
日
山
協
評
議
員
総
会
に
て
配
布
し
た
い

（５
）
５
０
周
年
記
念
海
外
登
山
実
行
委
員
会
の
活
動

・
資
金
的
援
助
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
協
力
を
お
願
い
。
２
０
０
０
円
で
販
売
。

・
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
の
編
成

（１
０
日
間
程
度
）

①
７
月
１
４
日
の
後
発
隊
と
同
時
期

②
８
月
お
盆
の
時
期
。

（６
）
茨
城
岳
連
創
立
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会
に
つ
い
て

。
平
成
１
８
年
２
月
５
日

（日
）
午
後
１
時
～
４
時

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（水
戸
市
）

。
参
加
者
　
田
中
会
長
、
副
会
長
、
福
田
理
事
長
、
岩
井
田
、

山
口
、
柳
下

（自
然
保
護
）
他

。
１
２
月
末
締
切

（７
）
理
事
新
年
会
の
開
催
に
つ
い
て

ｏ
日
時

‥
１
月
２
０
日

（金
）
午
７
時
～

会
場

‥
ま
つ
本

（北
本
市
北
本
１
の
７
２
）
会
費

‥
５
千
円

。
理
事
と
国
体
監
督
に
呼
び
か
け
。

（８
）
平
成
１
８
年
度
役
員
改
選

。
理
事
選
出
に
つ
い
て

文
書
の
配
布
予
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

※
埼
岳
連
規
約
第
１
８
条
　
各
山
岳
会
は
、
役
員
改
正
年
度
の

３
月
１
日
ま
で
に
、
次
期
理
事
、
評
議
員
の
氏
名
を
報
告
す
る
。

（９
）
平
成
１
９
年
６
２
国
体

・
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会

会
場
意
向
調
査
に
つ
い
て
福
田
理
事
長

・
最
後
の
縦
走
の
あ
る
大
会

「縦
走
＝
小
鹿
野
／
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
＝
加
須
」
で
提
出
。

（１
０
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会

●
氷
雪
技
術
講
習
会
に
つ
い
て
１
月
２
８
日

ｏ
２
９
日

・
那
須

主
任
講
師
＝
佐
藤
博
ガ
イ
ド

・
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
国
体
委
員
会

●
平
成
１
７
年
度

（社
）
日
本
山
岳
協
会
競
技
部
プ
ロ
ツ
ク
研

修
会
の
参
加
募
集
中

。
１
月
１
６
日
締
切

平
成
１
８
年
１
月
２
８
日

（土
）
～
２
９
日

（日
）

宇
都
宮
市
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
宇
都
宮
市
篠
井
町
１
８
８
５
の
１

一
日
山
協
で
は
、
競
技
部

（ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
十
国
体
十
医
科
学
＋

ａ
）
が
活
動
開
始
の
予
定
。

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

全
体
の
盛
り
上
が
り
を
。
大
会
以
外
の
活
動
を
。

④
選
手
強
化
委
員
会

国
体
で
高
点
数
を
だ
し
た
の
で
、
強
化
費
が
増
額
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
養
成
関
係

１
月
１
５
日
柴
田
氏
の
コ
ー
チ
　
越
谷
ミ
ス
ト
ラ
ル

２
月
２
６
日
　
午
前
中
　
木
村
理
恵
の
コ
ー
チ
　
川
ロ
バ
ン
プ

⑤
自
然
保
護
委
員
会

「リ
レ
ー
清
掃
登
山
」
報
告
書
の
完
成
。

（関
係
者
に
発
送
）

平
成
１
７
年
１
１
月
２
６
日
～
２
７
日

・

日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会
　
千
葉

。
鴨
川

⑥
海
外
登
山
委
員
会

●
１
２
月
３
日

・
４
日
海
外
登
山
報
告
会
兼
忘
年
会

（吉
見
町
）

●
１
２
月
１
７
日

ｏ
日
山
協
海
外
女
性
懇
談
会

（江
東
公
会
堂
）

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
　
呉
銀
善

（韓
国
）

一
谷
口
け
い

⑦
広
報
委
員
会

・
記
念
誌
の
発
送
整
理
が
終
了
次
第
、
清
算
処
理
し
た
い

。
広
報
編
集
状
況

。
今
月
中
に
編
集
終
了
し
１
月
に
発
行
予
定

③
事
務
局

。

「ア
ル
ピ
ナ
山
岳
会
」
連
絡
先
変
更
↓
事
務
局
へ
問
合
せ
下
さ
い

。
幸
手
山
岳
会
の
事
務
所
↓
会
長
宅

へ
変
更

（広
報
誌
等
）

５
‥
閉
会
挨
拶
（中
田
副
会
長
）

６
‥
そ
の
他

※
次
回
の
理
事
会

・
行
事
に
つ
い
て

１
月
２
０
日

（金
）
午
後
７
時
～
理
事
新
年
会

‥
北
本
市

。
ま
つ
本

２
月
１
４
日

（火
）
理
事
会

。

（変
更
）

【速
報
】
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
大
会
の
結
果
報
告

ゝ
ら
い”
”
　
だ
、Ｏ
Ｃ
一，
　
一０
，
２
Ｂ
５
”〇
●
∽
，
い０
∽
　
Ｏ
さ
＼
Ｈ
Ｎ
ヽ
Ｎ
Ｏ
０
０

「
①
ヨ
餞
①
　
く
ｏ
ｃ
一，
　
＞
　
困
円
∽
Ｃ
Ｅ
フ

】

・Ｚ
ｏ
”
“
ｏ
〓
　
＞
Ｆ
中く
ｏ
　
　
　
「
”
Ｚ

Ｎ
　
・〓
ｏ
口
日
”
　
Ｚ
ｏ
Ｎ
ｏ
口
【　
　
」
「
Ｚ

ω
　
・０
磐
Ｈ
¨
　

】己
”
ｏ
一〇
ｐ
∞
　

　

０
〓
Ｚ



(7)第 23号 埼 玉 岳 連 報   平成17年 12月 31日 発行

HONDAジ ャパ ンカップ 開催
加須市民体育館 h17.11.5/6

たヽ
Ｃ
し
Ｍ
まｈヽ
ツ

ト
懲
イ
に
ラ
出
卜
演
ツ
ト
ポ

ン
ス
ベ
‥
イ
景
と響

全
音

男子表彰 :ユージと伸び盛り安間の戦い。・・
世界のユージは健在、「さすが」以外に言葉が見つからない !

第19回 ジャバンカップ
～ 男 子 ～

4321
～ 女 子 ～

4321

野
口
啓
代

木
村
理
恵

氷
見
智
恵

榊
原
祐
子

平
山
ユ
ー
ジ

安
間
佐
千

立
木
孝
明

松
島
暁
人

8765 8765

梶
山
沙
亜
里

小
林
真
秀

遠
藤
由
加

門
間
希
美

茂
垣
敬
太

佐
々
木
悠
吾

柴
田
朋
広

角
田
大
樹

女子表彰 :新旧対決に勝ち抜いた野口、男子ファイナルのルー トを使った
スーパーファイナルは素晴らしいパフォーマンスであった。    .

観 衆 :2日 間で述べ1,000人を超えたと思われる観衆、
やり方によってはもっともっと増やせる 。・・



(8)第 23号   埼 玉 岳 連 報   平成17年 12月 31日 発行

平成17年度冬山リーダー会議(レスキュー講習会)置轟饉霧多Wピ1嬰

12月 10日 :県内各団体から50名 が参加
救急法講習会が行われた。

救急法について模擬体験を通して応急手当の正しい方法を
学ぶ 講師は恵先生

瀬藤委員長から 山岳遭難時の対応についてレクチャーを
受ける

県警山岳救助隊・飯田副隊長の講義

【編
集
後
書
】

本
年
度
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
２
０
０
５
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
バ
ン
カ
ツ
プ
も
満
員
の
観
衆
を

あ
つ
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
２
週
間
後
の
５
０
周
年
記
念
式

典
も
多
く
の
方
々
の
支
援
を
得
て
無
事
終
了
。
関
係
者
の
皆
様

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

加
須
カ

ッ
プ
は
評
判
通
り
に
平
山
ユ
ー
ジ
選
手
が
優
勝
し
、
有

終
の
美
を
飾

っ
た
。

又
年
末
恒
例
の
遭
対

・
委
員
会
主
催
の
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
を

救
急
法
講
習
会
に
あ
て
開
催
。
恵
講
師
の
懇
切
丁
寧
な
救
急
法

に
、
真
剣
な
態
度
で
受
講
さ
れ
て
い
た
会
員
や
、
埼
玉
県
警

・

山
岳
救
助
隊
の
飯
田
副
隊
長
の
遭
難
実
態
の
講
義
と
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
た
自
作
遭
難
対
策
ビ
デ
オ
を
公
開
し
、
山
岳
事
故
の

防
止
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

同
日
、
県
民
体
育
大
会
が
加
須
で
開
催
。
３
７
名
の
選
手
が
技

を
競
い
、
若
手
選
手
が
多
数
参
加
し
た
と
の
報
告
に
、
先
行
き

に
明
る
い
灯
が
見
え
る
。閑
話
休
題

年
内
発
行
予
定
の
広
報
誌
が
的
を
絞
り
き
れ
ず
、
大
半
を
５
０

周
年
記
念
式
典
に
当
て
た
た
め
、
か
な
り
の
情
報
を
お
届
け
で

き
ず
に
残
念
に
思
い
ま
す
。
県
体
報
告

。
次
号
に
予
定
。

あ
と
数
日
で
、
年
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
山
積
み
の
仕
事

と
、
年
賀
状
の
作
成
が
年
を
越
し
そ
う
。

来
年
は
順
当
に
広
報
発
行
を
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
が
！

来
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

・
編
集
子
　
岩
井
田
　
正
昭

戌
年
は
寝
て
待

つ
朗
報
―


